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情報発信 普及展開性自治体ＳＤＧｓに資する取組

各種計画への反映 行政体内部の執行体制 ステークホルダーとの連携

自律的好循環の形成へ
向けた制度の構築等

2022年度SDGs未来都市全体計画提案概要（提案様式２）

提案全体のタイトル：未来へつながるまち「田辺市」を目指して～1000年をつなぐ熊野の保全と継承～ 提案者名：和歌山県田辺市

全体計画の概要：
1000年以上にわたる人と自然の営みにより形成された熊野が、人口減少に伴う担い手不足や地域力の低下といった課題に直面する中、熊野古道をはじめとする自然
資源の保全・活用、次世代を担う人材の育成、地域コミュニティの再生等に取り組むことで、熊野をさらに1000年先へとつなぐ『未来へつながるまち「田辺市」』を目指す。

・第2期田辺市総合計画後期基本計画(2022)
・第2期田辺市まち・ひと・しごと創生総合戦略(2020)
・田辺市人権施策基本方針(2019)
・田辺市森づくり構想(2022)
・第4次田辺市地域福祉計画(2022)
※今後の各計画の策定・改訂にあたっても、ＳＤＧｓ
の視点を取り入れた計画として策定する。

今後、「田辺市SDGs 推進本部（市長を本部長とし、
副市長・庁内各部長等で構成）」及び「田辺市SDGs
推進本部幹事会（企画広報課長及び関係各課等の
長で構成）」を設置し、庁内一丸となった推進体制
を構築する。

・着地型観光推進による、地域の観光業の稼ぐ
力を引き出す取組は、地域に根差した観光地づ
くりのモデルとしての評価と実績がある。
・たなべ未来創造塾を核とした人材育成や関係
人口創出は、担い手不足に陥っている地域の共
通課題であり、他地域の参考事例となる。
・熊野の継承に向け、ふるさと納税の活用やくま
もり事業を展開することで、社会全体で環境保全
に対する意識の向上が図られる。

・市広報等と通じて行政施策や市民、団体等の
SDGsに資する取組を周知
・域内外の小中学校を対象とした森林環境教育プ
ログラムの展開
・ふるさと納税（個人・企業）推進を通じた情報発信
・YAMAP、日本能率協会マネジメントセンターと連
携した地域課題解決に取り組む人材の活動紹介
・サンティアゴ・デ・コンポステーラ市（観光交流協
定）との連携した情報発信

世界文化遺産「熊野古道」など豊かな自然資源や文化的景観を有する一方で、人口減少、後継者不
足等によって、1000年以上にわたり地域と旅人らによって守られてきた熊野を次世代に継承していく
ことが困難になることが危惧されることから、次代を担う人材の育成と域内外の多様な人々との関わ
りを生み出しながら、熊野の森林や地域の産業、そして地域の人々の暮らしを守っていく必要がある。

①「熊野古道」プラスαの世界に開かれた質の高い観光のまち （8.9）
②第一次産業が活性化し、新規就業者が安定的に確保できるまち（2.4、14.7、15.2）
③次世代を担う若い力が育ち、地域を牽引するまち（8.3） ④人と人が支え合う、住み続けられるまち（17.17）
⑤自然と歴史、文化を継承していくまち（4.7、11.4） ⑥脱炭素社会に貢献するまち（15.2）

1000年先への熊野の継承に向け、森を守り、地域の
産業と暮らしを守る、未来につながる「まち」

・「熊野古道プラス」αの着地型観光リファイン
・第一次産業の活性化と就業者の安定的確保
・ローカルイノベーター育成と関係人口の創出
・ともに支え合う地域コミュニティの機能向上
・世界遺産や自然資源の保全と継承
・次世代の担う子供たちに対する環境教育の推進
・脱炭素社会への貢献

「田辺市ＳＤＧｓ宣言」制度
市内の企業等が、ＳＤＧｓに推進にあたり、すでに実施し、又は実施する予定の取組を「田辺市ＳＤＧｓ宣言」として登録し、
市のホームページ等で幅広く発信することにより、地域のＳＤＧｓ活動を促進する。なお、同制度の推進にあたっては、商工
関係団体や、たなべ未来創造塾修了生、関係人口を巻き込みながら、宣言登録者の拡大を図っていく。

【域内外】 田辺市熊野ツーリズムビューロー、日
本能率協会マネジメントセンター、熊本大学・和
歌山大学、紀州田辺新規就農者育成協議会など
【自治体】紀伊半島外国人観光客受入推進協議
会（那智勝浦町、新宮市、高野町ほか）など
【海外】スペイン国ガリシア州サンティアゴ・デ・コ
ンポステーラ市



課題：「熊野古道」プラスαによる観光産業の活性化
熊野の森を守る林業の担い手確保

課題：世界文化遺産の保全と継承
環境教育の強化・脱炭素社会への貢献

三側面をつなぐ統合的取組

●森を育て、森を守る担い手づくり
「森林の育てびと」育成・確保対策事業

●地域企業と連携した持続可能な社会の
創り手づくり
森林環境教育プラグラム開発事業

●地域にコミットするローカルイノベーター
と関係人口づくり
・たなべ未来創造塾
・熊野REBORN PROJECT、ことこらぼ
・地域にコミットするローカルイノベーター・
ネットワーク化事業

課題：地域コミュニティの再生
次世代を担う人材の育成

地域課題を背景としたビジネスモデルの展
開による地域経済の活性化

有害鳥獣の駆除・活用による生活環境改善を
はじめとした地域人材による社会課題の解決

環境教育の普及による社会全体の環境
に配慮したライフスタイルへの転換

地域人材の連携による森林資源の有効
活用をはじめとした環境課題の解決

環境

経済 社会

自治体SDGsモデル事業名： 1000年をつなぐ田辺市熊野SDGsプロジェクト 提案者名： 和歌山県田辺市

取組内容の概要： 甦りの地「熊野」の再生と自然資源を生かした新たなツアーの造成などによる熊野古道プラスαの観光振興、ふるさと納
税を活用した熊野の森を守り・育てる仕組とその担い手づくり、地域にコミットするローカルイノベーターの育成と関係人口の創出、地域コミュ
ニティの再構築に資する人材育成に取り組む。

2022年度自治体SDGsモデル事業提案概要（提案様式３）

●社会が一体となった世界文化遺産の保全
・熊野古道の森保全事業（くまもり事業）
・ふるさと納税を通じたくまもり基金への寄付促進

●地域企業と連携した持続可能な社会の
創り手づくり
未来の熊野を守る子供たちへの森林環境教育
の推進

●地域にコミットするローカルイノベーター
と関係人口づくり
・地域課題の解決を通じたビジネスモデル
の創出と人材育成
・地域にコミットする関係人口の創出と総合
プラットフォームの構築

●地縁型組織・テーマ型組織の担い手・
支え手の育成
住み続けるまちを担う新人材育成事業

耕作放棄地での森林の種苗生産をはじめと
した地域人材による経済課題の解決

森を守る担い手の育成と森林の
CO2吸収量の維持向上

熊野の未来を拓く、ひとづくりプロジェクト

●地域の観光産業の回復
甦りの地「熊野」再生事業

●地域自然資源を活かしたツアーの造成
地質及び地形とそれらに由来する自然資源を
生かしたツアーの造成

●「低山トラベル」をテーマとした新たな客層
の開拓
低山トラベル推進事業

●森を育て、森を守る担い手づくり
森林経営管理制度による森林整備を通じた
林業従事者の確保
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